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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成27年10月1日(2015.10.1)

【公表番号】特表2014-527532(P2014-527532A)
【公表日】平成26年10月16日(2014.10.16)
【年通号数】公開・登録公報2014-057
【出願番号】特願2014-526261(P2014-526261)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｃ 271/56     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 309/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/351    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/27     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/164    (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  13/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  11/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｃ  271/56     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  309/14     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/351    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/27     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/164    　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １０５　
   Ａ６１Ｐ   29/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/04     　　　　
   Ａ６１Ｐ   37/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   17/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   25/02     　　　　
   Ａ６１Ｐ   13/10     　　　　
   Ａ６１Ｐ   11/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成27年8月14日(2015.8.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式：
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【化１】

（式中：
　Ｒ1は、水素、ヒドロキシおよびその生理的に加水分解可能なエステル、－ＳＨ、カル
ボキシおよびその生理的に加水分解可能なエステル、ヒドロキシル－（Ｃ1－Ｃ3）アルキ
ルおよびその生理的に加水分解可能なエステル、－ＮＲ7Ｒ8、および－ＮＨＳＯ2Ｒ

9から
なる群から選択され；Ｒ7およびＲ8は独立して水素または（Ｃ1－Ｃ3）アルキルから選択
され、Ｒ9は水素、メチル、エチル、トリフルオロメチルまたはトリフルオロエチルから
選択され；
　Ｒ2およびＲ3は独立して水素および置換または非置換（Ｃ1－Ｃ3）アルキルからなる群
から選択され；
　各Ｒ4は独立して水素および置換または非置換（Ｃ1－Ｃ3）アルキルからなる群から選
択され、ｎは０から４までの整数であり；
　各Ｒ5は独立して水素、ハロゲン、ヒドロキシおよびその生理的に加水分解可能なエス
テル、カルボキシおよびその生理的に加水分解可能なエステル、ヒドロキシル－（Ｃ1－
Ｃ3）アルキルおよびその生理的に加水分解可能なエステル、－（Ｃ1－Ｃ3）アルコキシ
、または－ＮＲ20Ｒ21であり；Ｒ20およびＲ21は独立して水素または（Ｃ1－Ｃ3）アルキ
ルから選択され；
　ｍは０から３までの整数であり；
　Ｒ6は非置換もしくは置換シクロヘキシル、シクロペンチル、シクロブチルまたはテト
ラヒドロピラン－４－イルである）
を有する化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２】
　Ｒ2およびＲ3がそれぞれＨである、請求項１に記載の化合物。
【請求項３】
　ｍおよびｎがそれぞれ０である、請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｒ1がヒドロキシ、カルボキシ、またはヒドロキシメチルである、請求項１、２、また
は３に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ6が非置換である、請求項１、２、３、または４に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ6がシクロヘキシルである、請求項１、２、３、４、または５に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ1がヒドロキシまたはアルコール基またはヒドロキシルもしくはアルコール基の生理
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的に加水分解可能なエステルである、請求項１に記載の化合物。
【請求項８】
　前記生理的に加水分解可能なエステルが、式－ＯＣ（Ｏ）Ｒ10、－ＣＨ2ＯＣ（Ｏ）Ｒ1

0または－ＣＨ2ＣＨ2ＯＣ（Ｏ）Ｒ10であり、式中、Ｒ10が置換または非置換ヒドロカル
ビルである、請求項７に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ1が－Ｃ（Ｏ）ＯＲ10であり、Ｒ10が水素または置換もしくは非置換ヒドロカルビル
である、請求項１に記載の化合物。
【請求項１０】
　化合物が以下の構造：
【化２】
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を有する、請求項１に記載の化合物。
【請求項１１】
　化合物が以下の式：
【化３】
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を有する、化合物またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１２】
　請求項１～１１のうちいずれか１項に記載の化合物を含む、医薬組成物。
【請求項１３】
　請求項１～１１のうちいずれか１項に記載の化合物を含む医薬組成物であって、ＦＡＡ
Ｈの阻害を必要とする哺乳類でＦＡＡＨを阻害するための医薬組成物。
【請求項１４】
　末梢脂肪酸アミド加水分解酵素（ＦＡＡＨ）を選択的に阻害する医薬組成物であって、
前記組成物が、請求項１～１１のうちいずれか１項に記載の化合物を含む、医薬組成物。
【請求項１５】
　疼痛、炎症、および免疫異常から選択される症状を治療する医薬組成物であって、前記
組成物が、請求項１～１１のうちいずれか１項に記載の化合物を含む、医薬組成物。
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【請求項１６】
　請求項１～１１のうちいずれか１項に記載の化合物を含む医薬組成物であって、アナン
ダミド、オレオイルエタノールアミド（ＯＥＡ）、パルミトイルエタノールアミド（ＰＥ
Ａ）、またはステアロイルエタノールアミド（ＳＥＡ）の末梢レベルを哺乳類において増
加させるための医薬組成物。
【請求項１７】
　皮膚炎、粘膜炎、または末梢感覚ニューロンの過剰反応、神経皮膚炎、過活動膀胱、ま
たは咳から選択される症状を治療するための医薬組成物であって、前記組成物が請求項１
～１１のうちいずれか１項に記載の化合物を含む、医薬組成物。
【請求項１８】
　薬学的に許容可能な賦形剤をさらに含む、請求項１２～１７のいずれか一項に記載の医
薬組成物。
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